『新しい家族　第一週目のメッセージ』

1. 元々の人間(創1:27-28)
2. 問題が始まる
　　(ロマ3:23､創3:1-6､16-20､ヨハ8:44)
　　　その結果､苦痛､心配､嫉妬､戦争､死などの問題が生まれる様になり､サタンの支配下に置かれる様になった。
(1) ロマ3:23-すべての人は罪を犯した    ので､神からの栄誉を受けること　　　ができず。
(2) 創3:1-6
創3:16-20-地､家庭に至るまで呪いを受けた。
(3) ヨハ8:44-悪魔の子どもである為に､偶像崇拝もする様になる。
3. 死と審判､地獄が待っている。
(ヘブ9:27､黙14:10-11)
4. この様な問題を解決しようと人間は多くの努力をするが問題は解決されない。
(1) 宗教(使4:12)
(2) 哲学(コロ2:8)
(3) 善行(イザ64:6)
5. 神様だけがこの問題を解決する事が出来る。
神様は私たちと相談をする事をされずに、一方的にイエス･キリストを送ってくださった。
(1) ロマ5:8
(2) ヨハ3:16
(3) Ⅰコリ15:3-4
(4) Ⅰヨハ3:8
(5) ヨハ14:6-どの様にしたら救いに預かることが出来るのか？
(ヨハ1:12､ロマ10:9-10)

6. それではいつ救いに預からなければいけないのか？(箴27:1)
今､お祈りをしてイエス様を救い主として心の内に迎える事が出来ます。
“愛の神様、神様の驚くべき愛と救いの計画に感謝を捧げます。いま私は罪人である事を悟り、悔い改めます。
今、私は私の心の扉を開き、イエス様を私の救い主､私の神様として信じます。
私の罪を赦して下さり、私を救って下さり感謝を捧げます。
これからは神様の御心に従い，生きていくことが出来ますように
イエス様のお名前によってお祈りします。アーメン。“
7. イエス様を受け入れた後で、次のことを確認しなければいけません。
(1) Ⅰヨハ5:11-13-救われた神様の子ども
(2) 必ず覚えておかなければいけない聖書の箇所
1) ロマ8:2
2) ヨハ14:16
3) Ⅰコリ3:16
4) ヨハ14:26-27
8. 必ず覚えておかなくてはならない事
(1) 教会に来て共に聖書の勉強に参加
(2) 礼拝の時間には必ず参加すること
(3) 祈る時に答えてくださる
(4) 周りにいるイエス様のことを良く知らない人を教会に連れて来る事
